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衆
議
院
議
員
山
本
拓
君
提
出
米
軍
普
天
間
基
地
に
近
接
す
る
学
校
等
の
移
転
並
び
に
同
基
地
の
国
外
移
設
等
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
九
月
二
十
五
日
、
宜
野
湾
市
長
か
ら
那
覇
防
衛
施
設
局
長
（
当
時
。
以
下
同
じ
。

）
に
対
し
、
普
天
間
飛
行
場
に
隣
接
す
る
宜
野
湾
市
立
普
天
間
第
二
小
学
校
（
併
設
さ
れ
て
い
る
普
天
間
第
二
幼
稚
園
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
の
移
設
用
地
と
す
る
た
め
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
の
一
部
土
地
の
返
還
に
つ
い
て
要
請
が
あ
り
、
米
側
と

協
議
し
た
結
果
、
米
側
か
ら
は
多
数
の
既
存
住
宅
の
移
設
を
要
す
る
こ
と
か
ら
返
還
で
き
な
い
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
十
七
日
、
同
市
長
か
ら
同
局
長
に
対
し
、
同
小
学
校
の
移
設
用
地
と
す
る
た
め
、
新
た
に
キ
ャ

ン
プ
瑞
慶
覧
の
別
の
土
地
の
返
還
に
つ
い
て
要
請
が
あ
り
、
米
側
と
も
協
議
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
四
年
十
月

二
十
六
日
、
同
市
長
か
ら
、
財
政
上
の
理
由
等
に
よ
り
当
該
要
請
の
取
下
げ
が
あ
っ
た
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
関
係
者
か
ら
具
体
的
な
要
請
が
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
対
応
が
可
能
か
検
討
し
た
い
。

二
に
つ
い
て

一



平
成
十
八
年
五
月
一
日
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
の
際
に
発
表
さ
れ
た
「
再
編
の
実
施
の
た
め
の
日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
に
お
い
て
は
、
「
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
の
建
設
は
、
二
千
十
四
年
ま
で
の
完
成
が
目
標
と
さ
れ
る
。
」
、
「
普
天

間
飛
行
場
代
替
施
設
へ
の
移
設
は
、
同
施
設
が
完
全
に
運
用
上
の
能
力
を
備
え
た
時
に
実
施
さ
れ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
日
米
合
意
を
重
く
受
け
止
め
、
沖
縄
県
民
の
負
担
の
軽
減
、
普
天
間
飛

行
場
の
危
険
性
の
除
去
と
い
う
原
点
に
立
っ
て
、
安
全
保
障
上
の
観
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
沖
縄
県
民
を
始
め
国
民
の
理
解
を

得
な
が
ら
、
真
剣
に
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
関
係
す
る
地
元
や
米
国
の
理
解
も
求
め
、
本
年
五
月
末
ま
で
に
具
体

的
な
移
設
先
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
決
意
に
変
わ
り
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
は
、
冷
戦
終
結
後
も
依
然
と
し
て
不
安
定
で
不
確
実
な
状
況
が
存
在
し
て
い
る
。
我
が
国

は
、
自
ら
の
防
衛
力
の
み
で
は
、
自
国
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
は
対
処
で
き
な
い
以
上
、
日
本
国

と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
六
号
）
を
引
き
続
き
堅
持
し
、
そ

の
抑
止
力
の
下
で
我
が
国
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
安
全
保
障
上
の
観
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
沖
縄
県
民
の
負
担
の
軽

二



減
、
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性
の
除
去
と
い
う
原
点
に
立
っ
て
、
沖
縄
県
民
を
始
め
国
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
真
剣
に
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
関
係
す
る
地
元
や
米
国
の
理
解
も
求
め
、
本
年
五
月
末
ま
で
に
具
体
的
な
移
設
先
を
決
定
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
決
意
に
変
わ
り
は
な
い
。

三


